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第
十
三
条
第
一
項
中
「
令
和
五
年
三
月
三
十
一
日
」
を
「
令
和
七
年
三
月
三
十
一
日
」
に
、「
と
き
は
、」を
「
と
き

は
」
に
改
め
、「
変
更
後
の
も
の
」
の
下
に
「
と
し
、
そ
の
事
業
再
編
計
画
に
係
る
同
法
第
二
条
第
五
項
に
規
定
す
る

事
業
再
編
が
同
項
第
一
号
の
措
置
の
う
ち
良
質
か
つ
低
廉
な
農
業
資
材
の
供
給
又
は
同
条
第
二
項
に
規
定
す
る
農
産

物
流
通
等
の
合
理
化
に
特
に
資
す
る
も
の
と
し
て
財
務
省
令
で
定
め
る
も
の
を
行
う
も
の
で
あ
る
場
合
に
お
け
る
当

該
事
業
再
編
計
画
に
限
る
」
を
加
え
、「
百
分
の
百
四
十
（
」
を
「
百
分
の
百
三
十
五
（
」
に
、「
百
分
の
百
四
十
五
」

を
「
百
分
の
百
四
十
」
に
改
め
る
。

第
十
四
条
第
一
項
中
「
令
和
五
年
三
月
三
十
一
日
」
を
「
令
和
八
年
三
月
三
十
一
日
」
に
改
め
る
。

第
二
十
四
条
の
二
第
一
項
中
「
令
和
五
年
三
月
三
十
一
日
」
を
「
令
和
七
年
三
月
三
十
一
日
」
に
改
め
る
。

第
二
十
四
条
の
三
第
一
項
中
「
建
物
及
び
そ
の
附
属
設
備
に
あ
つ
て
は
、」を
「
政
令
で
定
め
る
規
模
の
も
の
に
限

る
も
の
と
し
、
建
物
及
び
そ
の
附
属
設
備
に
あ
つ
て
は
」
に
改
め
る
。

第
二
十
五
条
第
一
項
中
「
令
和
五
年
」
を
「
令
和
八
年
」
に
改
め
る
。

第
二
十
八
条
の
四
第
五
項
第
二
号
中
「
及
び
第
六
十
九
条
」
を
「
、
第
六
十
九
条
、
第
七
十
条
、
第
七
十
一
条
及

び
第
七
十
二
条
」
に
改
め
、
同
条
第
六
項
中
「
令
和
五
年
三
月
三
十
一
日
」
を
「
令
和
八
年
三
月
三
十
一
日
」
に
改

め
る
。

第
二
十
九
条
の
二
第
一
項
第
一
号
中
「
経
過
す
る
日
」
の
下
に「（
当
該
付
与
決
議
の
日
に
お
い
て
当
該
新
株
予
約

権
に
係
る
契
約
を
締
結
し
た
株
式
会
社
が
そ
の
設
立
の
日
以
後
の
期
間
が
五
年
未
満
で
あ
る
こ
と
そ
の
他
の
財
務
省

令
で
定
め
る
要
件
を
満
た
す
も
の
で
あ
る
場
合
に
は
、当
該
付
与
決
議
の
日
後
十
五
年
を
経
過
す
る
日
）」を
加
え
る
。

第
三
十
一
条
第
三
項
第
三
号
中
「
第
七
十
一
条
」
の
下
に
「
及
び
第
七
十
二
条
」
を
加
え
る
。

第
三
十
一
条
の
二
第
一
項
中
「
令
和
四
年
十
二
月
三
十
一
日
」
を
「
令
和
七
年
十
二
月
三
十
一
日
」
に
改
め
、
同

条
第
二
項
第
十
二
号
を
削
り
、
同
項
第
十
一
号
中
「
地
域
」
を
「
区
域
」
に
、「
第
九
号
」
を
「
第
十
号
」
に
、「
第
十

三
号
」
を
「
次
号
」
に
改
め
、
同
号
を
同
項
第
十
二
号
と
し
、
同
項
第
十
号
を
同
項
第
十
一
号
と
し
、
同
項
第
九
号

を
同
項
第
十
号
と
し
、
同
項
第
八
号
の
二
を
同
項
第
九
号
と
し
、
同
項
第
十
三
号
中
「
都
市
計
画
区
域
」
を
「
都
市

計
画
区
域
の
う
ち
政
令
で
定
め
る
区
域
」
に
改
め
、「
及
び
次
号
」
を
削
り
、「
第
八
号
の
二
」
を
「
第
九
号
」に
改
め
、

同
項
第
十
四
号
中
「
開
発
許
可
」
を
「
都
市
計
画
法
第
二
十
九
条
第
一
項
の
許
可
」
に
、「
当
該
死
亡
し
た
」
を
「
そ

の
死
亡
し
た
」
に
、「
同
項
」
を
「
第
五
項
」
に
、「
第
八
号
の
二
」
を
「
第
九
号
」
に
改
め
、
同
項
第
十
五
号
中
「
当

該
死
亡
し
た
」
を
「
そ
の
死
亡
し
た
」
に
、「
第
九
号
」
を
「
第
十
号
」
に
改
め
、
同
項
第
十
六
号
中
「
第
九
号
」
を

「
第
十
号
」
に
改
め
、
同
条
第
三
項
中
「
令
和
四
年
十
二
月
三
十
一
日
」
を
「
令
和
七
年
十
二
月
三
十
一
日
」
に
改

め
る
。

第
三
十
一
条
の
三
第
一
項
中
「
同
条
第
五
項
」
を
「
同
条
第
六
項
」
に
改
め
る
。

第
三
十
五
条
第
三
項
中
「
第
五
項
」
を
「
第
六
項
」
に
、「
以
下
こ
の
項
」
を
「
以
下
こ
の
項
及
び
次
項
」
に
、「
令

和
五
年
十
二
月
三
十
一
日
」
を
「
令
和
九
年
十
二
月
三
十
一
日
」
に
、「
除
く
。）に
」
を
「
除
き
、
第
三
号
に
掲
げ
る

譲
渡
を
し
た
場
合
に
あ
つ
て
は
、
当
該
譲
渡
の
時
か
ら
当
該
譲
渡
の
日
の
属
す
る
年
の
翌
年
二
月
十
五
日
ま
で
の
間

に
、
当
該
被
相
続
人
居
住
用
家
屋
が
耐
震
基
準
（
地
震
に
対
す
る
安
全
性
に
係
る
規
定
又
は
基
準
と
し
て
政
令
で
定

め
る
も
の
を
い
う
。
第
一
号
ロ
に
お
い
て
同
じ
。）に
適
合
す
る
こ
と
と
な
つ
た
場
合
又
は
当
該
被
相
続
人
居
住
用
家

屋
の
全
部
の
取
壊
し
若
し
く
は
除
却
が
さ
れ
、
若
し
く
は
そ
の
全
部
が
滅
失
を
し
た
場
合
に
限
る
。）に
」
に
改
め
、

同
項
第
一
号
中
「
模
様
替
」
の
下
に「（
第
三
号
に
お
い
て
「
増
改
築
等
」
と
い
う
。）」
を
加
え
、
同
号
ロ
中
「
地
震

に
対
す
る
安
全
性
に
係
る
規
定
又
は
基
準
と
し
て
政
令
で
定
め
る
も
の
」
を
「
耐
震
基
準
」
に
改
め
、
同
項
に
次
の

一
号
を
加
え
る
。

三

当
該
相
続
若
し
く
は
遺
贈
に
よ
り
取
得
を
し
た
被
相
続
人
居
住
用
家
屋
（
当
該
相
続
の
時
後
に
当
該
被
相
続

人
居
住
用
家
屋
に
つ
き
行
わ
れ
た
増
改
築
等
に
係
る
部
分
を
含
む
も
の
と
し
、
当
該
相
続
の
時
か
ら
当
該
譲
渡

の
時
ま
で
事
業
の
用
、
貸
付
け
の
用
又
は
居
住
の
用
に
供
さ
れ
て
い
た
こ
と
が
な
い
も
の
に
限
る
。
以
下
こ
の

号
に
お
い
て
同
じ
。）の
政
令
で
定
め
る
部
分
の
譲
渡
又
は
当
該
被
相
続
人
居
住
用
家
屋
と
と
も
に
す
る
当
該
相

続
若
し
く
は
遺
贈
に
よ
り
取
得
を
し
た
被
相
続
人
居
住
用
家
屋
の
敷
地
等
（
当
該
相
続
の
時
か
ら
当
該
譲
渡
の

時
ま
で
事
業
の
用
、
貸
付
け
の
用
又
は
居
住
の
用
に
供
さ
れ
て
い
た
こ
と
が
な
い
も
の
に
限
る
。）の
政
令
で
定

め
る
部
分
の
譲
渡
（
こ
れ
ら
の
譲
渡
の
う
ち
第
一
号
に
掲
げ
る
譲
渡
に
該
当
す
る
も
の
を
除
く
。）

第
三
十
五
条
第
十
三
項
中
「
第
四
項
」
を
「
第
五
項
」
に
、「
第
三
項
」
を
「
第
四
項
」
に
改
め
、
同
項
を
同
条
第

十
四
項
と
し
、
同
条
第
十
二
項
を
同
条
第
十
三
項
と
し
、
同
条
第
十
一
項
を
同
条
第
十
二
項
と
し
、
同
条
第
十
項
中

「
、
第
八
項
」
を
「
、
第
九
項
」
に
、「
第
三
十
五
条
第
八
項
」
を
「
第
三
十
五
条
第
九
項
」
に
改
め
、
同
項
を
同
条

第
十
一
項
と
し
、
同
条
第
九
項
を
同
条
第
十
項
と
し
、
同
条
第
八
項
中
「
第
六
項
」
を
「
第
七
項
」
に
改
め
、
同
項

を
同
条
第
九
項
と
し
、
同
条
第
七
項
を
同
条
第
八
項
と
し
、
同
条
第
六
項
を
同
条
第
七
項
と
し
、同
条
第
五
項
中「
第

八
項
」
を
「
第
九
項
」
に
改
め
、
同
項
を
同
条
第
六
項
と
し
、
同
条
第
四
項
中
「
前
項
」
を
「
前
二
項
」
に
改
め
、

同
項
を
同
条
第
五
項
と
し
、
同
条
第
三
項
の
次
に
次
の
一
項
を
加
え
る
。

４

前
項
の
場
合
に
お
い
て
、
当
該
相
続
又
は
遺
贈
に
よ
る
被
相
続
人
居
住
用
家
屋
及
び
被
相
続
人
居
住
用
家
屋
の

敷
地
等
の
取
得
を
し
た
相
続
人
の
数
が
三
人
以
上
で
あ
る
と
き
に
お
け
る
第
一
項
の
規
定
の
適
用
に
つ
い
て
は
、

同
項
第
一
号
中
「
三
千
万
円
（
」
と
あ
る
の
は
「
二
千
万
円
（
第
三
十
五
条
第
二
項
各
号
に
掲
げ
る
場
合
に
該
当

し
て
同
条
第
一
項
の
規
定
の
適
用
を
受
け
る
場
合
に
は
、
三
千
万
円
の
範
囲
内
に
お
い
て
、
政
令
で
定
め
る
と
こ

ろ
に
よ
り
計
算
し
た
金
額
。
以
下
こ
の
項
に
お
い
て
同
じ
。）（
」
と
、「
三
千
万
円
に
」
と
あ
る
の
は
「
二
千
万
円

に
」
と
、「
三
千
万
円
か
ら
」
と
あ
る
の
は
「
二
千
万
円
か
ら
」
と
、
同
項
第
二
号
中
「
三
千
万
円
（
」
と
あ
る
の

は
「
二
千
万
円
（
第
三
十
五
条
第
二
項
各
号
に
掲
げ
る
場
合
に
該
当
し
て
同
条
第
一
項
の
規
定
の
適
用
を
受
け
る

場
合
に
は
、
三
千
万
円
の
範
囲
内
に
お
い
て
、
政
令
で
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
り
計
算
し
た
金
額
。
以
下
こ
の
項
に

お
い
て
同
じ
。）（
」
と
、「
三
千
万
円
に
」
と
あ
る
の
は
「
二
千
万
円
に
」
と
す
る
。

第
三
十
五
条
の
三
第
一
項
中
「
令
和
四
年
十
二
月
三
十
一
日
」
を
「
令
和
七
年
十
二
月
三
十
一
日
」
に
改
め
、
同

条
第
二
項
第
二
号
中
「
五
百
万
円
」
の
下
に「（
当
該
低
未
利
用
土
地
等
が
次
に
掲
げ
る
区
域
内
に
あ
る
場
合
に
は
、

八
百
万
円
）」を
加
え
、
同
号
に
次
の
よ
う
に
加
え
る
。

イ

都
市
計
画
法
第
四
条
第
二
項
に
規
定
す
る
都
市
計
画
区
域
の
う
ち
政
令
で
定
め
る
区
域

ロ

所
有
者
不
明
土
地
の
利
用
の
円
滑
化
等
に
関
す
る
特
別
措
置
法
第
四
十
五
条
第
一
項
に
規
定
す
る
所
有
者

不
明
土
地
対
策
計
画
を
作
成
し
た
市
町
村
の
区
域
（
イ
に
掲
げ
る
区
域
を
除
く
。）

第
三
十
七
条
第
一
項
中
「
令
和
五
年
十
二
月
三
十
一
日
」
を
「
令
和
八
年
十
二
月
三
十
一
日
」
に
、「
の
第
四
号
」

を
「
の
第
三
号
」
に
、「
し
、
贈
与
」
を
「
し
、
同
表
の
第
一
号
及
び
第
三
号
の
上
欄
の
場
合
を
除
き
、
贈
与
」
に
改

め
、「
同
表
の
第
一
号
、
第
二
号
及
び
第
四
号
の
上
欄
を
除
き
、」を
削
り
、「
第
五
号
」
を
「
第
四
号
」
に
改
め
、「
と
き

は
」
の
下
に
「
、
政
令
で
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
り
納
税
地
の
所
轄
税
務
署
長
に
こ
の
項
の
規
定
の
適
用
を
受
け
る
旨

の
届
出
を
し
た
場
合
に
お
け
る
当
該
譲
渡
に
つ
き
」
を
加
え
、「
の
第
二
号
」
を
「
の
第
一
号
」
に
改
め
、「
令
和
二
年

四
月
一
日
前
に
同
欄
の
イ
若
し
く
は
ロ
に
掲
げ
る
区
域
と
な
つ
た
区
域
内
又
は
」
を
削
り
、
同
項
の
表
の
第
一
号
を

削
り
、
同
表
の
第
二
号
の
上
欄
中
「
区
域
（
」
の
下
に
「
イ
又
は
ロ
に
掲
げ
る
区
域
に
あ
つ
て
は
、
令
和
二
年
四
月

一
日
前
に
当
該
区
域
と
な
つ
た
区
域
を
除
く
。」を
、「
あ
る
土
地
等
」
の
下
に「（
土
地
又
は
土
地
の
上
に
存
す
る
権
利

を
い
う
。
以
下
こ
の
条
に
お
い
て
同
じ
。）」
を
、「
建
物
」
の
下
に「（
そ
の
附
属
設
備
を
含
む
。
以
下
こ
の
表
及
び
第

十
項
に
お
い
て
同
じ
。）」
を
加
え
、
同
号
の
下
欄
中
「
航
空
機
騒
音
障
害
区
域
以
外
の
地
域
内
」
を
「
上
欄
の
イ
か

ら
ハ
ま
で
に
掲
げ
る
区
域
以
外
の
地
域
内
（
国
内
に
限
る
。
以
下
こ
の
号
に
お
い
て
同
じ
。）」
に
、「
市
街
化
区
域
」

を
「
都
市
計
画
法
第
七
条
第
一
項
の
市
街
化
区
域
と
定
め
ら
れ
た
区
域
」
に
改
め
、
同
号
を
同
表
の
第
一
号
と
し
、

同
表
の
第
三
号
の
上
欄
中
「
既
成
市
街
地
等
及
び
こ
れ
に
類
す
る
区
域
と
し
て
政
令
で
定
め
る
区
域
」
を
「
次
に
掲

げ
る
区
域
（
イ
か
ら
ハ
ま
で
に
掲
げ
る
区
域
に
あ
つ
て
は
、
政
令
で
定
め
る
区
域
を
除
く
。
以
下
こ
の
号
に
お
い
て

「
既
成
市
街
地
等
」
と
い
う
。）」
に
改
め
、
同
欄
に
次
の
よ
う
に
加
え
る
。

イ

首
都
圏
整
備
法
（
昭
和
三
十
一
年
法
律
第
八
十
三
号
）
第
二
条
第
三
項
に
規
定
す
る
既
成
市
街
地

ロ

近
畿
圏
整
備
法
（
昭
和
三
十
八
年
法
律
第
百
二
十
九
号
）
第
二
条
第
三
項
に
規
定
す
る
既
成
都
市
区
域

ハ

首
都
圏
、
近
畿
圏
及
び
中
部
圏
の
近
郊
整
備
地
帯
等
の
整
備
の
た
め
の
国
の
財
政
上
の
特
別
措
置
に
関
す

る
法
律
（
昭
和
四
十
一
年
法
律
第
百
十
四
号
）
第
二
条
第
三
項
に
規
定
す
る
政
令
で
定
め
る
区
域

ニ

イ
か
ら
ハ
ま
で
に
掲
げ
る
区
域
に
類
す
る
区
域
と
し
て
政
令
で
定
め
る
区
域

第
三
十
七
条
第
一
項
の
表
の
第
三
号
の
下
欄
中
「
上
欄
に
規
定
す
る
区
域
」
を
「
既
成
市
街
地
等
」
に
改
め
、
同

号
を
同
表
の
第
二
号
と
し
、
同
表
の
第
四
号
の
上
欄
中
「
所
有
期
間
」
の
下
に「（
第
三
十
一
条
第
二
項
に
規
定
す
る

所
有
期
間
を
い
う
。
第
五
項
に
お
い
て
同
じ
。）」
を
加
え
、
同
号
を
同
表
の
第
三
号
と
し
、
同
表
の
第
五
号
の
上
欄

中
「
満
た
な
い
も
の
」
の
下
に「（
建
設
業
そ
の
他
の
政
令
で
定
め
る
事
業
の
用
に
供
さ
れ
る
も
の
に
あ
つ
て
は
、
平

成
二
十
三
年
一
月
一
日
以
後
に
建
造
さ
れ
た
も
の
を
除
く
。）」
を
加
え
、
同
号
を
同
表
の
第
四
号
と
し
、
同
条
第
三

項
中
「
令
和
五
年
十
二
月
三
十
一
日
」
を
「
令
和
八
年
十
二
月
三
十
一
日
」
に
、「
第
四
号
」
を
「
第
三
号
」
に
、「
供

す
る
見
込
み
で
あ
る
と
き
は
」
と
あ
る
の
は
、「
供
す
る
見
込
み
で
あ
る
と
き
は
、」を
「
政
令
で
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ

り
納
税
地
の
所
轄
税
務
署
長
に
こ
の
項
の
規
定
の
適
用
を
受
け
る
旨
の
届
出
を
し
た
場
合
に
お
け
る
当
該
譲
渡
に
つ


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